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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 進路指導の充実 所
管

教育委員会

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

　

指導課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

その他

なし

790

54

２５年度

785

248

　

区立中学校の進路指導の充実、生徒の進路選択及び進路決定にかかわる諸条件を整備させるとともに、中学校生徒に職
場体験をさせることで、望ましい社会性や勤労観、職業観を育成する。

回研修会開催回数

職場体験受入述べ事業所数

人

239

49

3

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

要綱等なし

　

[終了予定]

なし

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

（１）教員を対象とした進路指導に関する研修会を開催し、進路指導に関する最新の情報知識を身に付けさせ、小中学校の
進路指導の連携を図る。
（２）中学校生徒に一定期間、地域の商店街、地元の民間企業、公共施設等の職場で仕事等の体験をさせる。

人

 [施　　策]

区立中学校２、３年生全員、区立中学校進路指導担当者（研修会のうち２回は区立小学校進路指導担当者も参加）

事業所

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

3

260

55

3

284

59

3

なし

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

職場体験学習において、地元企業、区出先機関等に受け入れを依頼することで、事業委託に比べ低いコスト
で実施している、効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 2,147 2,098 1,884

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

キャリア教育の重要性が認識されており、小・中学校における進路指導の充実が必要である。

維持

評
価
結
果

職場体験は区立中学校２年生を対象とする事業であり、参加生徒数に大きな変化はなく、成果指標の目標は
おおむね達成されている。

3
中学校生徒の職場体験学習は、望ましい社会性や勤労観、職業観を育成するのに有効である。また、進路
指導に関する研修会は、教員の情報収集・関連知識を蓄積させることで、進路指導の充実に寄与しており、
現在の手段は適切である。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

進路指導の一層の充実を図るために、引き続き、教員の進路指導に関する知識・理解を深め
る研修会を行うとともに、中学校生徒の職場体験学習を実施する。

引き続き適正な事業の実施に努めた。

目的達成度 4

必要性

852

1,265 1,032

0

2,098 1,884

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

0

0 0

0

1,265 1,032

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

研修会参加者数

職場体験学習参加生徒数

指標の名称

833

0

2,147

　決算額　　(単位：千円) 1,247

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

900

1,247

0

0

0

766780


